
 

 

 

 

第４次農林水産業元気創造戦略 プロジェクトの追加・修正（案） 

 

 

基本戦略２ 活気あるしなやかな農村の創造 
No.19 持続可能な農業生産推進プロジェクト【農業技術環境課】    １ 

 

 

基本戦略３ 魅力ある稼げる農林水産業の追求 
No.38 県産飼料生産・活用促進プロジェクト【畜産振興課】    ２ 

 

No.44 ６次産業化推進基盤強化プロジェクト【県産米・農産物ブランド推進課】  ３ 

  

資料２ 
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第４次農林水産業元気創造戦略の見直し事項 

 

担当課 農業技術環境課 

 

基 本 戦 略 ２ 活気あるしなやかな農村の創造 

戦 略 分 野 ⑤ 環境保全型農業 

プロジェクト 19 持続可能な農業生産推進プロジェクト 

見直し・修正等

が 必 要 な 

理 由 

ウクライナ情勢等による肥料の価格高騰が進む中で、堆肥等の地域

で生産される資源の活用は、環境保全型農業の推進及び SDGs の観点の

みならず、農業生産と農業経営の維持、安定化を図るためにより一層推

進する必要がある。 

 

見直し・修正等

の 内 容 

【プロジェクトの方向性】に以下を追記 

・持続可能な農業生産体制を確立し、地域農業を維持していくために堆

肥等の地域内資源の活用を推進する。 

 

「～現状と課題～」に以下を追記 

○輸入原料を用いる化学肥料への依存を減らし、農業生産及び農業経

営の安定化を図るため、地域で生産される堆肥等の積極的な活用が

必要とされている。 

 

「プロジェクト目標」に以下を追加 

目標指標 現状値 
指標値(工程) 

R3 R4 R5 R6 

(略) 

堆肥の 

施用面積 

(ha)※ 

3,473 

（R4 年度） 
－ － 3,600 3,800 

 ※環境保全型農業直接支払交付金取組実績面積  

 

「取組内容」に以下を追加 

取 組 内 容 

取組機関 

 

本

庁 

総合支庁 

村

山 

最

上 

置

賜 

庄

内 

（略）      

⑤堆肥等を活用した生産体系の推進 

・堆肥等を活用した土づくりの啓発、実証及び指導

・補助事業等の活用による堆肥施用の推進 

 

○ ○ ○ ○ ○ 
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第４次農林水産業元気創造戦略の見直し事項 

 

担当課 県産米・農産物ブランド推進課 

 

基 本 戦 略 ３ 魅力ある稼げる農林水産業の追求 

戦 略 分 野 ⑩ ６次産業化 

プロジェクト 44 ６次産業化推進基盤強化プロジェクト 

見直し・修正等

が 必 要 な 

理 由 

・米粉食品の新商品の流通・販売件数（累計）を目標指標値に掲げてい

るが、この目標指標値を検討した令和４年５月は、翌年度以降の利用

拡大“米粉チャレンジ”事業の継続の見通しが立たなかったため、令

和４年度の事業のみで得られる事業効果から想定した値を設定し

た。 

・今回、令和４年度の事業効果が想定以上に得られ、目標指標を大きく

上回ったことや、利用拡大“米粉チャレンジ”事業が令和５年度も事

業を継続することとなったため、目標を上方修正するもの。 

見直し・修正等

の 内 容 

「プロジェクト目標」を以下とおり変更 

 

６次産業化支援機関等が支援した新商品の流通・販売件数（累計） 

※（）内はうち米粉食品 

 R4 R5 R6 

現行 
60 件 

（６件） 

75 件 

（８件） 

90 件 

（10 件） 

見直し後 
72 件※ 

（14 件※） 

85 件 

（20 件） 

100 件 

（25 件） 

※実績見込み 
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第４次農林水産業元気創造戦略の見直し事項 

 

担当課 畜産振興課 

 

基 本 戦 略 ３ 魅力ある稼げる農林水産業の追及 

戦 略 分 野 ⑨ 畜産 

プロジェクト 38 県産飼料生産・活用促進プロジェクト 

見直し・修正

等 が 必 要 な 

理 由 

・プロジェクト目標である「稲発酵粗飼料作付面積」を令和６年度まで
に 1,100ha とする目標を掲げたが、令和４年度実績で 1,115ha と目標
を達成した。 

・一方、輸入飼料原料価格の高騰に伴い、配合飼料価格が高止まりして
いる状況となっており、子実用トウモロコシの生産利用拡大が課題と
なっている。 

・このことから、県産飼料生産・活用促進プロジェクトの目標として「稲

発酵粗飼料作付面積」に加えて「子実用トウモロコシ作付面積」を追

加設定するもの。 

見直し・修正

等 の 内 容 

「プロジェクト目標」に以下を追加 

目標指標 現状値 
指標値(工程) 

R3 R4 R5 R6 

(略) 

子実用ト

ウモロコ

シ作付面

積(ha)  

64 

（R4 年度） 
－ － 80 120 

 

「取組内容」に以下を追加 

取 組 内 容 

取組機関 

 

本

庁 

総合支庁 

村

山 

最

上 

置

賜 

庄

内 

④子実用トウモロコシの生産・利用拡大 

・子実用トウモロコシの作付面積拡大の推進 

・子実用トウモロコシの収穫用機械導入の支援と共同

利用体制構築の推進 

・子実用トウモロコシの乾燥・加工・保管を担う施設を

核とした供給体制構築の推進 

〇 〇 〇 〇 〇 

 

 


